
　
今
の
所
に
「
将
来
も
住
み
続
け
た
い
」
「
で
き
れ
ば
住
み
続
け

た
い
」
と
思
う
人
が
75
％
を
超
え
て
お
り
、
定
住
意
識
は
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
土
地
へ
の
愛
着
、
隣
近
所
と

の
付
き
合
い
、
現
在
の
住
宅
に
満
足
し
て
い
る
、
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
の
不
安
が
少
な
い
な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
別
で
は
、
全
年
齢
層
で
定
住
意
識
は
高
い
も
の
の
、
今
後
、

若
年
層
の
定
住
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

伊
賀
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
民
意
識
調
査
）
調
査
結
果

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
第
２
次

伊
賀
市
総
合
計
画
第
２
次
再
生
計
画
の

各
施
策
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

「
満
足
度
」
「
参
画
度
」
「
今
後
の
重
要

度
」
な
ど
を
把
握
す
る
も
の
で
す
。

　
普
段
の
生
活
で
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
し

ま
す
。

【
調
査
対
象
】

　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
市
民

２
，
２
２
２
人
を
無
作
為
に
抽
出
。

【
調
査
期
間
】
　

　
２
月
13
日
〜
３
月
７
日

【
回
答
率
】

　40
．
３
％

※

２
，
２
２
２
人
の
内
、
８
９
６
人
か

ら
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※

グ
ラ
フ
は
小
数
第
２
位
を
四
捨
五
入

し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
１
０
０
％

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
は
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
は
い
」
と
思
う
人
が

68
．
３
％
で
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
い
い
え
」「
い
い

え
」
と
思
う
人
の
割
合
30
．
４
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
、
高
齢
層
に
続
き
、
若
年
層
で

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
結
果
を
定

住
意
識
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

●
定
住
意
識

●
住
み
心
地
の
よ
さ

伊
賀
市
ま
ち
づ
く
り

        
　ア
ン
ケ
ー
ト
と
は

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

土地になじみや愛着がある

隣近所の人々の気心が知れている

現在の住宅に満足している

地震など自然災害の不安が少なく、治安もよい

仕事の関係で都合がよい

生活上便利なところ

自然環境や広場・公園に恵まれている

歴史・文化に恵まれている

医療・福祉サービスが充実している

住民自治の活動が充実している

余暇や娯楽を楽しむ場が充実している

子育て・教育環境がよい

その他

無回答

18～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

50～59 歳

60～69 歳

70～79 歳

80歳以上

無回答

全体

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

■住み続けたい　　■できれば住み続けたい　　■できれば移りたい　　

■移りたい　　　　■わからない　　　　　　　■無回答

■はい

■どちらかと

　   いえば  はい

■どちらかと

　   いえば  いいえ

■いいえ

■質問の意味が

　   わからない

■関心がない

住み続けたい・できれば住み続けたい理由

伊賀市は住み心地がよいと思いますか

今の所に将来も住み続けたいですか

はい
15.2％

どちらかと
いえば  はい
53.1％

どちらかと
いえば  いいえ
20.1％

いいえ
10.3％

質問の意味が
わからない  0.5％

関心がない
0.8％

18～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

50～59 歳

60～69 歳

70～79 歳

80歳以上

無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

住み続けたい
51.7％

できれば
住み続けたい
23.4％

移りたい
2.0％

わからない
10.8％

無回答
2.0％

できれば
移りたい
10.0％
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「
は
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
は
い
」
と
思
う
人
が

84
．
１
％
と
非
常
に
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
定

住
意
識
や
住
み
心
地
の
結
果
を
含
め
、
伊
賀
市
が
生
活

し
や
す
い
場
所
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
市
政
へ
の
参
加
意
欲
に
つ
い
て
は
、
「
は
い
」
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
は
い
」
と
答
え
た
参
加
意
欲
の
高
い
人

が
24
％
で
あ
る
一
方
で
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
い
い

え
」「
い
い
え
」
と
答
え
た
参
加
意
欲
の
低
い
人
が
「
関

心
が
な
い
」を
含
め
75
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市

政
に
関
す
る
情
報
発
信
に
さ
ら
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
市
政
へ
の
参
加
意
欲

●
家
族
と
過
ご
す
時
間
や

　
自
分
自
身
の
時
間
が
あ
る
か

家族と過ごす時間や自分自身の時間がとれていますか

市政に参加したいと思いますか

■はい

■どちらかと
　   いえば  はい

■どちらかと
　   いえば  いいえ

■いいえ

■質問の意味が
　   わからない

■関心がない

18～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

50～59 歳

60～69 歳

70～79 歳

80歳以上

無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

はい
45.0％

どちらかと
いえば  はい
39.1％

どちらかといえば
いいえ  9.8％

いいえ
5.0％

質問の意味が
わからない  0.2％

関心がない
0.8％

はい
4.5％

どちらかと
いえば  はい
19.5％

どちらかといえば
いいえ  33.7％

いいえ
34.8％

質問の意味が
わからない  0.9％

関心が
ない

6.5％
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伊
賀
市
が
め
ざ
す
将
来
像
「
勇
気
と
覚
悟
が
未
来
を

創
る
〜
ひ
と
が
輝
く 

地
域
が
輝
く
〜
伊
賀
市
」
の
実

現
に
向
け
て
、
基
本
構
想
で
掲
げ
た
「
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
政
策
（
安
全
・
安
心
、
活
力
、
人
・
地
域
づ
く

り
）
」
を
分
野
別
に
整
理
し
、
効
果
的
に
再
生
計
画
を

推
進
す
る
た
め
に
47
の
施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

■
満
足
度
は
、
「
生
活
・
環
境
」
分
野
で
比
較
的
高
い

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
「
産
業
・
交
流
」「
計
画

の
推
進
」
の
分
野
で
低
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
市
民
参
画
度
は
、
「
生
活
・
環
境
」分
野
で
高
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
「
教
育
・
人
権
」
「
文

化
・
地
域
づ
く
り
」
「
計
画

の
推
進
」
の
分
野
で
低
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
重
要
度
は
、
す
べ
て
の
分
野
で
高
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※

詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課
　
☎
22
・
９
６
２
０ 

FAX
２２
・
９
６
７
２ 

　so
u

g
o

u
se

isa
k
u

@
c
ity

.ig
a

.lg
.jp

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
中
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
伊
賀
市
は
住
み
や
す
く
、
定

住
意
識
が
高
い
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
将
来
に
わ
た
り
市
民
一
人
ひ
と
り
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
で
住
み
よ

い
ま
ち
を
共
に
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

●
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画

　
第
２
次
再
生
計
画
に
掲
げ
る
47
施
策
の

　
満
足
度
・
参
画
度
・
今
後
の
重
要
度

分野名 主な施策  

分

野

別

計

画

健康・福祉 
１健康づくり、２医療、３福祉総合相談、４障がい者支援、５高齢者支援、 

６生活支援、７社会福祉・地域福祉、８子育て・少子化対策 

生活・環境
 ９危機管理、10消防・救急、11事故・犯罪防止、12環境保全、13一般廃棄物、

14上下水道 

産業・交流 
15観光、16農業、17森林保全・林業、18中心市街地活性化、19商工業、 

20産業立地、21雇用・就業、22起業支援 

生 活 基 盤 23都市計画、24住環境整備、25道路、26公共交通 

教育・人権 
27人権尊重・非核平和、28同和問題、29男女共同参画、30学校教育、31教育環境、 

32生涯学習、33青少年育成 

文化・地域づくり 
34多文化共生、35文化・芸術、36歴史・文化遺産、37スポーツ、38市民活動、

39域学連携、40住民自治 

計画の推進 
41地域内分権、42広聴広報、43財政運営、44組織・人事、45広域連携、46情報化、 

47進行管理・行政マネジメント 
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